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第15回大会発表の申し込み
まもなく開始  
　研究発表等の申し込み受付は、6
月1日(金)から開始します。多くの皆
様のご参加をお待ちしております。

　第15回大会HP
　 https://jasce.jp/conf1501.php

発表等募集期間　
　開始日　2018年6月1日(金)
　締切日　2018年7月20日(金)
発表要旨集の原稿入稿期間
　開始日　2018年7月27日(金)
　締切日　2018年8月31日(金)_____________________＿＿＿____
『協同と教育』への投稿募集中  
　『協同と教育』への投稿は随時受
け付けています。投稿受理から査読
を経て採択が決定されるまでに通常
数ヶ月を要します。編集委員会では
学会機関誌『協同と教育』第14号
（2018年発行）に向けての積極的な
投稿をお待ちしております。_____________________＿＿＿____

会員情報の変更届  
　年度がわりの異動や転居などにとも
なって、所属・住所・メールアドレス等
の変更があった場合、すみやかに会

員情報変更をお願いします。届け出
は学会ホームページの「会員情報変
更フォーム」から随時可能です。
（https://www.jasce.jp/php1044form.php）

学会ホームページhttp://jasce.jp
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日本協同教育学会 会員向けニューズレター
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各地でワークショップや研究会が精力的に行われています。学会ＨＰでご確認ください。

国際協同教育学会 (IASCE) 2019 台北大会
　来年3月、国際協同教育学会
（IASCE）の台北大会「東アジアと世界
の協同学習：卓越性の獲得と持続」
が、台湾協同学習プロジェクト、日本
協同教育学会との共催で開催されま
す。JASCE会員の方には英語サポ
ートや大会参加費免除（選考あり）の
特典があります。
　JASCEの特典利用をお考えの方
は、6月30 日（土）までに、国際大会
支援委員会宛に（icsc2018@jasce.jp）
プロポーザルをお送りください。英語サ
ポートおよび大会費補助を必要とされ
ない方は直接個人で IASCE にプロ
ポーザルをお送りください。

【会員特典についての補足】
　JASCEでは、台湾で開かれる国
際協同教育学会（IASCE）の大会で
発表される会員の方に、参加費補助
の特典を提供しております（詳細は前
号のニューズレターをご覧ください）。
この特典に関して２点、補足がありま
す。
１．特典提供人数は最大30名です。
数に限りはありますが、多くの皆さま
の応募をお待ちしています。

２．参加費補助の特典対象は、発表
の種類によらず1件について1名
となります。連名での発表の場合、
筆頭発表者が補助の対象となりま
す。ただし、申し出により他の連名
発表者に補助対象を変えることが
できます。なお、プロポーザル提出
以降の発表者の変更・追加は認め
ません。

【日程】
　2019年3月22日（金）～24日（日）
（希望者は3月21日の午前に学校見
学、午後に市内観光あり。別途申込）
【場所】
　国立台北教育大学（台北市、台湾）
【発表形態】
・ワークショップ（90分）

・ラウンドテーブルディスカッション
　（45分）
・研究発表・実践報告（3発表で90
分、一人25分の持ち時間）
【発表募集要項の和訳等】
https://jasce.jp/data/IASCE2019
_Call_for_Proposals_JP.pdf

発表内容に関する事前相談の申し
込み
　国際大会で発表してみたいけど、
英語が・・・と尻込みされている方に朗
報です！
　JASCEは日本の実践を世界に発
信し、世界の実践家と日本の先生方
との交流が促進されることを願ってい
ます。台湾大会の発表申し込み（以
下、プロポーザル）は英語で書かなけ
ればなりませんが、まずは日本語でまと
めてみて、本当に発表に値するものか
どうか確かめてみたい、という方もおら
れるでしょう。
　そこで、国際大会支援委員会では
6月1日から20日までの3週間に限り、
日本語でのプロポーザルを受け付ける
ことにしました！
　日本語のプロポーザルを審査し、内
容が国際発表にふさわしいと判断さ
れたもの（または，修正の指示に従い
ふさわしいと判断されたもの）は発表
内定です。その後、期日までに英語
にしたものを提出いただき、英文チェ
ックを通過したものが正式なプロポー
ザルとして国際協同教育学会に受
理されます。是非、この機会を活か
し、国際大会に挑戦してみてください。
詳しいことは国際大会支援委員会
（icsc2018@jasce.jp）まで、メールで
お問い合わせください。

国際大会発表支援ボランティアの
募集
　来年3月のIASCE台湾大会では、
一人でも多くの会員の方に国際大会

での発表を楽しんで頂きたいと思いま
す。そこで、英語による発表をお手伝
いしていただくボランティアを募りたいと
思います。お手伝いいただきたい事柄
は次の２つです。
① 発表原稿（スライド）の英文下書き
支援
　発表原稿作成支援とは、15分程
度の英語による口頭発表に際しての
発表原稿および資料提示スライドの
作成をお手伝いすることです。伝わり
やすい英語表現や表記になるように
添削したり、加筆修正したりする作業
が想定されます。
　なお、あくまでお手伝いですから、
IASCEの大会に相応しい内容が伝
わる最低限の英文作成支援です。発
表者が必要と感じれば、ネイティブチ
ェックなどは発表者本人の負担で行っ
ていただきます。
② 発表時のフロアとの交流（英語を
使ってのインタラクション）支援
　発表時の交流支援とは、内容に関
するフロアとの質疑応答の際、発表
者とフロアのやり取りを通訳するもので
す。
　IASCEの大会では10分程度のフ
ロアとの双方向な意見交流が求めら
れます。そのため、英語によるコミュニ
ケーションに不安のある発表者をサポ
ートしていただきます。

　ボランティアに関心のある方は、国
際大会支援委員会（icsc2018@jasce
.jp）までご連絡ください。その際、上
記①、②どちらが可能か、もしくは両
方可能かをお伝えいただきますと幸い
です。また、合わせてご氏名、連絡用
メールアドレス、会員番号もしくはご所
属についてもお知らせください。改め
て詳細をご説明します。
　なお、お手伝いいただく方には、本
会から以下のようなお礼を差し上げま
す。

１．発表原稿作成支援のボランティア
の方には、1件につき15000円の謝金
を差し上げます。なお、ご自身は発表
せず、参加のみをお考えの方には、

謝金に代えて大会参加費の補助をい
たします。
２．発表時交流支援のボランティアの
方には、1件につき5000円の謝金を

差し上げます。また、この方ご自身は
発表されない場合でも、大会参加費
を補助します。
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会員による実践研究会等の開催がありましたら広報委員会（koho@jasce.jp）まで情報をお寄せください。

発な意見交換が続き、熱いひと時とな
りました。

協同教育カフェ「学びたくなる協同学
習の実践！～導入編～」
◇5月12日（土）午後、創価大学教育
学部棟の教室を借りて、協同教育カ
フェを開催しました。はじめになぜ今
協同学習なのか、主体的・対話的で
深い学びとのつながりについて確認し
たあと、協同学習を支える学習環境
づくりについて学び合いました。また、
協同学習もどきがうまくいかない理由な
ど、日常の実践からの気づきについて
参加者同士で考えました。田中光夫
さんのグラフィックファシリテーションもあ
り、13名ほどの小さな学習会でしたが、
あっという間の3時間でした。
　連絡先：関田一彦

（sekita@soka.ac.jp）

（名古屋・東海地域）
協同学習と動機づけ研究会
◇2018年度第1回研究会を8月4日
（土）午後2時30分～午後6時に三
重大学教育学部1号館多目的ホール
で開催します。今回は、「主体的・対
話的で深い学び」を実現するために、
「学習者」の側にどのように「主体的」
「対話的」で「深く」学ぶスキルを身に
つけさせるかについて、話題提供・情
報交換ができればと考えています。
　連絡先：中西良文（三重大学
　nakanishi.yoshifumi@mie-u.ac.jp）

（大阪地域）
協同学習を用いた看護教育研究会
◇5月25日(金)に開催した研究会に
は28名が参加されました。今回は、
藤田保健衛生大学医療科学部看護
学科の織田千賀子先生が、成人臨
床看護論(周手術期)の授業で「術
後の合併症」を理解させるために用い
たジグソーによる授業を発表してくださ
いました。今後の授業設計に向けて
参考になる質問やアイデアなどが飛び
交う活発な意見交換となりました。次
回は、姫路大学看護学部看護学科
の内田浩江先生による、ホワイトボード
ミーティングの勉強会をすることになり
ました。

★写真

◇2018年度の開催予定
　場所：グランフロント大阪北館2階
　ナレッジキャピタルThe Labアクティ
ブスタジオ
　時間：19時～ 21時、日程：2018年
7月20日、9月28日、2019年1月25日、
3月29日。※今年度の11月は、第15
回大会開催月のため開催しません。
　参加申込み先：緒方巧（梅花女子
大学　t-ogata@baika.ac.jp）

（岡山・中国方面）
協同学習研究会
◇今年度の第1回協同学習研究会
を7月14日に開催します。今回は日本
協同教育学会副会長の石田裕久先
生（南山大学）に、「協同学習と評価」
に関するご講話とワークショップをお願

い致しました。詳細なご案内と参加確
認のメールは１ヶ月前を目処にお届け
します。取り急ぎ、日程と概略のみご
承知おきください。
◇2018年度の開催予定
　場所：岡山大学教師教育開発セン
ター東山ブランチ
　時間：14時～17時 30分、日程：
2018年7月14日、9月1日、12月1日、
2019年3月2日。
　連絡先：高旗浩志
（岡山大学教師教育開発センター  

takahata@okayama-u.ac.jp）

（福岡・九州方面）
授業づくり研究会
◇今年度最初の研究会を5月26日に
開催しました。以下の二つの実践・研
究報告が中心でした。平上久美子先
生（前・名桜大学、久留米大学大学
院）「大学生とはじめた語り場活動が
多様な参加者との協同になること-“語
れない想いのBar♪”の取組み-」、山
下雅佳実先生（中村学園大学・短期
大学部・幼児保育学科）「看図アプ
ローチを活用した教材・授業開発」。
62名の参加があり、大にぎわいでした！
◇2018年の開催日程（予定）
　授業づくり研究会：10 月13日、12
月8日
　協同教育フェスタ：7月21日
　いずれも開催日は土曜日で、会場
は学生会館3階 ミーティングルーム３
です。詳細については決定し次第、
下記のホームページに掲載し、メーリ
ングリストでお知らせします。
　協同教育研究所「結風」のHP

（http://yuikaji.me/wiki.cgi）　
　連絡先：安永悟
（yasunaga_satoru@kurume-u.ac.jp）

学会ワークショップ　＜マスター＞を開催
3月24日（土）～25日（日）【主催】
　会場：岡山大学教師教育開発セン
ター東山ブランチ１階大会議室
　マスターの２回目が、12名の受講
者で開催されました。マスターの目標
は、日本協同教育学会が行う種々の
公認ワークショップにおいて指導的役
割（講師やスーパーバイザー）を担うた
めの基礎知識を、講義と実習によって
理解し、共有することです。

　初日の主な内容は、各受講者の実
績報告、ベーシック及びアドバンスの
内容復習と質疑応答、心理社会学
的・教育方法学的背景、第2日の内

容は、ワークショップ模擬演習、一日
研修計画の作成とプレゼン・質疑、ま
とめと事後課題の説明等でした。

各地の研究会・勉強会
（東京・関東地域）
国際協同教育学会のBaloche会長
を囲む勉強会
◇3月28日（水）15時から16時半まで、

八王子駅前の学園都市センターセミ
ナールームを借りて、Baloche会長を
囲む勉強会が開かれました。Baloche
会長は来年の国際大会の打ち合わ

せのために台湾を訪問されていました
が、その帰路、立ち寄っていただきま
した。平日でもあり、15名ほどの小規
模な集いになりましたが、フロアとの活

＜ベーシック＞
2018年6月9日(土)～10日(日)【主催】
　会場：中京大学（名古屋市）名古屋
学舎５号館522教室
　講師：水谷 茂
2018年8月4日(土)～5日(日)【主催】
　会場：創価大学（八王子市）教職大
学院棟 V410教室 
　講師：石垣則昭・関田一彦
2018年8月25日(土)～26日(日)【公認】
　会場：南山大学（名古屋市）D棟
D51教室
　講師：長濱文与・石田裕久

2018年9月22(土)～9月23日(日)【主催】
　会場：比治山大学（広島市）
　講師：安永悟・須藤文
2018年12月1日(土)～2日(日)【主催】
　会場：中京大学（名古屋市）名古屋
学舎0号館0604教室
　講師：水野正朗

＜アドバンス＞
2018年8月4日(土)～5日(日)【主催】
　会場：創価大学（八王子市）教職大
学院棟 V410教室 
　講師：久保田秀明

2018年11月10日(土)～11日(日)【公認】
　会場：南山大学（名古屋市）D棟
D51教室
　講師：関田一彦・石田裕久

＜一日研修＞
2018年8月21日(火)【公認】
　会場：中京大学（名古屋市）名古屋
学舎５号館522教室
　講師：水谷 茂

学会ワークショップ　今後の予定（判明分）

　来年3月、国際協同教育学会
（IASCE）の台北大会「東アジアと世界
の協同学習：卓越性の獲得と持続」
が、台湾協同学習プロジェクト、日本
協同教育学会との共催で開催されま
す。JASCE会員の方には英語サポ
ートや大会参加費免除（選考あり）の
特典があります。
　JASCEの特典利用をお考えの方
は、6月30 日（土）までに、国際大会
支援委員会宛に（icsc2018@jasce.jp）
プロポーザルをお送りください。英語サ
ポートおよび大会費補助を必要とされ
ない方は直接個人で IASCE にプロ
ポーザルをお送りください。

【会員特典についての補足】
　JASCEでは、台湾で開かれる国
際協同教育学会（IASCE）の大会で
発表される会員の方に、参加費補助
の特典を提供しております（詳細は前
号のニューズレターをご覧ください）。
この特典に関して２点、補足がありま
す。
１．特典提供人数は最大30名です。
数に限りはありますが、多くの皆さま
の応募をお待ちしています。

２．参加費補助の特典対象は、発表
の種類によらず1件について1名
となります。連名での発表の場合、
筆頭発表者が補助の対象となりま
す。ただし、申し出により他の連名
発表者に補助対象を変えることが
できます。なお、プロポーザル提出
以降の発表者の変更・追加は認め
ません。

【日程】
　2019年3月22日（金）～24日（日）
（希望者は3月21日の午前に学校見
学、午後に市内観光あり。別途申込）
【場所】
　国立台北教育大学（台北市、台湾）
【発表形態】
・ワークショップ（90分）

・ラウンドテーブルディスカッション
　（45分）
・研究発表・実践報告（3発表で90
分、一人25分の持ち時間）
【発表募集要項の和訳等】
https://jasce.jp/data/IASCE2019
_Call_for_Proposals_JP.pdf

発表内容に関する事前相談の申し
込み
　国際大会で発表してみたいけど、
英語が・・・と尻込みされている方に朗
報です！
　JASCEは日本の実践を世界に発
信し、世界の実践家と日本の先生方
との交流が促進されることを願ってい
ます。台湾大会の発表申し込み（以
下、プロポーザル）は英語で書かなけ
ればなりませんが、まずは日本語でまと
めてみて、本当に発表に値するものか
どうか確かめてみたい、という方もおら
れるでしょう。
　そこで、国際大会支援委員会では
6月1日から20日までの3週間に限り、
日本語でのプロポーザルを受け付ける
ことにしました！
　日本語のプロポーザルを審査し、内
容が国際発表にふさわしいと判断さ
れたもの（または，修正の指示に従い
ふさわしいと判断されたもの）は発表
内定です。その後、期日までに英語
にしたものを提出いただき、英文チェ
ックを通過したものが正式なプロポー
ザルとして国際協同教育学会に受
理されます。是非、この機会を活か
し、国際大会に挑戦してみてください。
詳しいことは国際大会支援委員会
（icsc2018@jasce.jp）まで、メールで
お問い合わせください。

国際大会発表支援ボランティアの
募集
　来年3月のIASCE台湾大会では、
一人でも多くの会員の方に国際大会

での発表を楽しんで頂きたいと思いま
す。そこで、英語による発表をお手伝
いしていただくボランティアを募りたいと
思います。お手伝いいただきたい事柄
は次の２つです。
① 発表原稿（スライド）の英文下書き
支援
　発表原稿作成支援とは、15分程
度の英語による口頭発表に際しての
発表原稿および資料提示スライドの
作成をお手伝いすることです。伝わり
やすい英語表現や表記になるように
添削したり、加筆修正したりする作業
が想定されます。
　なお、あくまでお手伝いですから、
IASCEの大会に相応しい内容が伝
わる最低限の英文作成支援です。発
表者が必要と感じれば、ネイティブチ
ェックなどは発表者本人の負担で行っ
ていただきます。
② 発表時のフロアとの交流（英語を
使ってのインタラクション）支援
　発表時の交流支援とは、内容に関
するフロアとの質疑応答の際、発表
者とフロアのやり取りを通訳するもので
す。
　IASCEの大会では10分程度のフ
ロアとの双方向な意見交流が求めら
れます。そのため、英語によるコミュニ
ケーションに不安のある発表者をサポ
ートしていただきます。

　ボランティアに関心のある方は、国
際大会支援委員会（icsc2018@jasce
.jp）までご連絡ください。その際、上
記①、②どちらが可能か、もしくは両
方可能かをお伝えいただきますと幸い
です。また、合わせてご氏名、連絡用
メールアドレス、会員番号もしくはご所
属についてもお知らせください。改め
て詳細をご説明します。
　なお、お手伝いいただく方には、本
会から以下のようなお礼を差し上げま
す。

１．発表原稿作成支援のボランティア
の方には、1件につき15000円の謝金
を差し上げます。なお、ご自身は発表
せず、参加のみをお考えの方には、

謝金に代えて大会参加費の補助をい
たします。
２．発表時交流支援のボランティアの
方には、1件につき5000円の謝金を

差し上げます。また、この方ご自身は
発表されない場合でも、大会参加費
を補助します。

定員になり次第、受付を終了します。申込み方法、な
らびにワークショップの詳細は下記URLをご覧ください。
（https://jasce.jp1031workshop.php）
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会員による投稿記事「ショートレター」を募集します。広報委員会（koho@jasce.jp）に原稿をお送りください。

発な意見交換が続き、熱いひと時とな
りました。

協同教育カフェ「学びたくなる協同学
習の実践！～導入編～」
◇5月12日（土）午後、創価大学教育
学部棟の教室を借りて、協同教育カ
フェを開催しました。はじめになぜ今
協同学習なのか、主体的・対話的で
深い学びとのつながりについて確認し
たあと、協同学習を支える学習環境
づくりについて学び合いました。また、
協同学習もどきがうまくいかない理由な
ど、日常の実践からの気づきについて
参加者同士で考えました。田中光夫
さんのグラフィックファシリテーションもあ
り、13名ほどの小さな学習会でしたが、
あっという間の3時間でした。
　連絡先：関田一彦

（sekita@soka.ac.jp）

（名古屋・東海地域）
協同学習と動機づけ研究会
◇2018年度第1回研究会を8月4日
（土）午後2時30分～午後6時に三
重大学教育学部1号館多目的ホール
で開催します。今回は、「主体的・対
話的で深い学び」を実現するために、
「学習者」の側にどのように「主体的」
「対話的」で「深く」学ぶスキルを身に
つけさせるかについて、話題提供・情
報交換ができればと考えています。
　連絡先：中西良文（三重大学
　nakanishi.yoshifumi@mie-u.ac.jp）

（大阪地域）
協同学習を用いた看護教育研究会
◇5月25日(金)に開催した研究会に
は28名が参加されました。今回は、
藤田保健衛生大学医療科学部看護
学科の織田千賀子先生が、成人臨
床看護論(周手術期)の授業で「術
後の合併症」を理解させるために用い
たジグソーによる授業を発表してくださ
いました。今後の授業設計に向けて
参考になる質問やアイデアなどが飛び
交う活発な意見交換となりました。次
回は、姫路大学看護学部看護学科
の内田浩江先生による、ホワイトボード
ミーティングの勉強会をすることになり
ました。

★写真

◇2018年度の開催予定
　場所：グランフロント大阪北館2階
　ナレッジキャピタルThe Labアクティ
ブスタジオ
　時間：19時～ 21時、日程：2018年
7月20日、9月28日、2019年1月25日、
3月29日。※今年度の11月は、第15
回大会開催月のため開催しません。
　参加申込み先：緒方巧（梅花女子
大学　t-ogata@baika.ac.jp）

（岡山・中国方面）
協同学習研究会
◇今年度の第1回協同学習研究会
を7月14日に開催します。今回は日本
協同教育学会副会長の石田裕久先
生（南山大学）に、「協同学習と評価」
に関するご講話とワークショップをお願

い致しました。詳細なご案内と参加確
認のメールは１ヶ月前を目処にお届け
します。取り急ぎ、日程と概略のみご
承知おきください。
◇2018年度の開催予定
　場所：岡山大学教師教育開発セン
ター東山ブランチ
　時間：14時～17時 30分、日程：
2018年7月14日、9月1日、12月1日、
2019年3月2日。
　連絡先：高旗浩志
（岡山大学教師教育開発センター  

takahata@okayama-u.ac.jp）

（福岡・九州方面）
授業づくり研究会
◇今年度最初の研究会を5月26日に
開催しました。以下の二つの実践・研
究報告が中心でした。平上久美子先
生（前・名桜大学、久留米大学大学
院）「大学生とはじめた語り場活動が
多様な参加者との協同になること-“語
れない想いのBar♪”の取組み-」、山
下雅佳実先生（中村学園大学・短期
大学部・幼児保育学科）「看図アプ
ローチを活用した教材・授業開発」。
62名の参加があり、大にぎわいでした！
◇2018年の開催日程（予定）
　授業づくり研究会：10 月13日、12
月8日
　協同教育フェスタ：7月21日
　いずれも開催日は土曜日で、会場
は学生会館3階 ミーティングルーム３
です。詳細については決定し次第、
下記のホームページに掲載し、メーリ
ングリストでお知らせします。
　協同教育研究所「結風」のHP

（http://yuikaji.me/wiki.cgi）　
　連絡先：安永悟
（yasunaga_satoru@kurume-u.ac.jp）

（東京・関東地域）
国際協同教育学会のBaloche会長
を囲む勉強会
◇3月28日（水）15時から16時半まで、

八王子駅前の学園都市センターセミ
ナールームを借りて、Baloche会長を
囲む勉強会が開かれました。Baloche
会長は来年の国際大会の打ち合わ

せのために台湾を訪問されていました
が、その帰路、立ち寄っていただきま
した。平日でもあり、15名ほどの小規
模な集いになりましたが、フロアとの活


